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支配株主等に関する事項について 

 

当社は、有価証券上場規程第 411条第 1項に基づき、支配株主等に関する事項を以下のとおり開示いたします。 

 

 

１．親会社、支配株主（親会社を除く。）、その他の関係会社又はその他の関係会社の親会社の商号等 

 

（2025年 12月 31日現在） 

名称 属性 
議決権所有割合（％） 発行する株券等が上場されている 

金融商品取引所等 直接所有分 合算対象分 計 

株式会社光通信 
その他の

関係会社 
－ 22.37 22.37 東京証券取引所 プライム市場 

 

（注）光通信株式会社、UH Partners ２投資事業有限責任組合、UH Partners ３投資事業有限責任組合、光通

信ＫＫ投資事業有限責任組合による間接保有の合計は 14,835,700株になります。 

 

 

２．親会社等のうち、上場会社に与える影響が最も大きいと認められる会社の名称及びその理由 

該当会社：株式会社光通信 

理  由：光通信株式会社、UH Partners ２投資事業有限責任組合、UH Partners ３投資事業有限責任組合、

光通信ＫＫ投資事業有限責任組合を通じた間接保有により、その他の関係会社グループ中最大の議決権を保有

しているため。 

 

３．親会社等の企業グループにおける上場会社の位置付けその他の上場会社と親会社等との関係 

（１）位置付けおよび関係の概要 

株式会社光通信は、光通信株式会社、UH Partners ２投資事業有限責任組合、UH Partners ３投資事業有限

責任組合、光通信ＫＫ投資事業有限責任組合を通じて当社議決権の合計 22.37％を間接的に保有するその他の

関係会社です。 

当社と光通信グループとの間には、役員の兼任・出向者の受入れ、営業上の取引、資金の貸借および保証そ

の他の重要な関係はなく、純投資の観点から株式を保有しているものと認識しております。 

 

（２）経営・事業活動への影響 

光通信グループは当社に対して議決権行使以外の形での関与を行っておらず、当社の事業方針・経営判断に

対して指示・干渉を受ける関係にはありません。また、当社の業績が光通信グループの業績動向に依存する関



係も存在しません。 

 

（３）独立性確保の考え方および施策 

当社は上場会社として以下の施策により独立性を確保しております。 

・独立社外取締役４名を選任し、取締役会における独立した意思決定体制を整備しております。 

・光通信グループとの間に営業上の依存関係および資本的依存関係は存在しません。 

 

（４）独立性確保の状況 

以上のとおり、光通信グループからの当社経営への指示・関与はなく、当社は独立した判断のもとで事業活

動を行っており、上場会社として一定の独立性は確保されていると認識しております。 

 

４．支配株主等との取引に関する事項 

該当事項はありません。 

 

５．支配株主との取引等を行う際における少数株主の保護の方策の履行状況 

当社は支配株主を有しておりません。 

以 上 


